
ついている

ついていない

となる

454 10389 4190

490 488 4989

Γ のとりうる最大の値である . 

式 4.4からτ=3.1529となる .

ここでは , φ(.) は

CL群により多くのを

s+t

s+t

6Plan = σDiff =16

IOP の低下が 3.2mmg

適切なンプルサイズは

を解く必要がある

385 人の患者が調査に解答し

Sには反応するがTには反応しない

があKaplan-Meier 推定を用いて

式 12.9 では

ρ*
Binary=

ついていない

ついている

　　　　　　　　　　　　　 となる

454 1038 4190

490 488 498

Γ のとりうる最小の値である .

式 4.4からΓ=3.1529となる .

ここでは , Φ(.) は

CL群により多くを

s+u

s+u

σPlan = σDiff =16

IOP の低下が 3.2mmHg

適切なサンプルサイズは

を掛ける必要がある

358 人の患者が調査に回答し

Tには反応するがSには反応しない

がKaplan-Meier 推定量を用いて

式 12.10 では

ρ*
Binary=

　　　　　　　　　　　　　 となる
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本書に下記の表記の誤りがございました。謹んで訂正させていただきます。
京都大学学術出版会



試験を完了する対象者

DE=1+(25-1)×0.01

C=g×A×P=2×3×4=24

さらにρ=0.05 と仮定したため

Hemming K and Taijaard M (2016)

φ=1

8mg/kg

ことになる

用量制限毒性（DLT）

有効ではない

目標に達しているかどうかを評価する

式 8.3 からπ01=0.54/(1+3.5) =0.12

いくつかの点については

暦時間

nC-M1=45

σPlan=1.0VLR

(iii) 評価する総数

πChanceは単に偶然で一致した

分散を意味する

WRIの比の値を固定することである

WRI

ρPlan=0.2 と設定した

脳脊髄液（CSF）解放圧について

正 誤 表 ２
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348 頁
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評試験を完了する対象者

DE=1+25-1×0.01

C=g×A×P=2×4×3=24

さらにφ=0.05 と仮定したため

Hemming K and Taijaard M (2017)

π=1

8mg/kg2

ことでになる

最大耐用量（DLT）

有効性ではない

目標に達しているかどうかを評価

式8.4からπ01=0.53/(1+3.5) =0.12

いくつかの点ついては

歴時間

nC-M1=40

δPlan=1.0VLR

(ii) 評価する総数

πExpは単に偶然で一致した

標準偏差を意味する

WReferenceの比の値を固定する

WReference

ρPlan=0.1 と設定した

脳脊髄液開放圧について


